
 １学期が終わりました。児童会テーマ「挑

戦」のもと、食と農の活動に取り組んだり、仲

間や地域の方とつながったりしながら、挑戦を

続け、誰もが大きく成長できた１学期だったと

思います。 

 明日から長い夏休みとなりますが、ご家庭で

も、１学期のがんばりや２学期に挑戦したいこ

とをぜひ聞いてあげてください。そして、暑さ

に負けず、危険なことがないよう気を付け、２

学期、また元気な顔を見せてください！ 
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 ２学期の収穫を楽

しみにし、暑さとた

たかいながら「食と

農」の活動を今年も

がんばっています！ 

食と農 

 多くの方に支えていただき、寺領や雲南

市について学びました。ふるさとのよさを

感じる大切な機会となっています。 

地域に学ぶ 

 異年齢の仲間との交流

を通して、人を思いやる

気持ちやリーダーとして

の責任と自覚が育まれて

いきます。 

仲間と共に 

児童会スローガン『150周年!! 未来に向かって本気で挑戦しよう』 

挑戦し続けた１学期 みんながんばりました！ 

防犯教室 

 夏休みを前に、防犯教室を

実施しました。登下校時など

に声をかけられたときの対応

について、ロールプレイをし

ながら学習しました。「いかのおすし」の合言葉を

確認するとともに、警察の方から次のようなことを

教えていただきました。 

・相手が手を伸ばしても届かなぐらいの距離をとる 

・何かたずねられたら「大人にきいてください」と言う 

・車のナンバーは、一部分でもいいので覚えられるとよい 



【校訓】●深く考える子 ●みがきあう子 ●やりぬく子 ●明るく元気な子  
【学校教育目標】ふるさとを愛し､心豊かでたくましく生きる子どもの育成   

 

七
月
六
日
は
、
学
校
公
開
日
で
し

た
。
ス
ポ
少
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
皆
さ
ん

が
不
在
で
、
学
校
の
中
は
少
し
さ
み
し

い
感
じ
で
し
た
が
、
一
学
期
の
成
長
の

様
子
を
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
担
任

は
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
授
業
を
公
開
し

ま
し
た
。 

 

ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
生
活
ふ
れ
あ
い
部
、

総
務
部
、
保
体
部
そ
れ
ぞ
れ
の
企
画
と

し
て
、
お
弁
当
づ
く
り
、
物
品
販
売
、

ハ
ー
フ
パ
イ
プ
を
使
っ

た
ゲ
ー
ム
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
部
員
の
皆

様
は
、
企
画
や
準
備
な

ど
、
と
て
も
大
変
だ
っ

た
か
と
思
い
ま
す
。
た

い
へ
ん
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。 

 

ハ
ー
フ
パ
イ
プ

は
、
保
体
部
さ
ん

の
進
行
の
も
と
、

子
ど
も
た
ち
も
保

護
者
の
方
も
、
大

い
に
盛
り
上
が
っ

て

い

ま

し

た
。

ハ
ー
フ
パ
イ
プ
を

一
つ
に
つ
な
ぎ
な

が
ら
、
な
か
よ
し
班
の
仲
も
い
っ
そ
う

深
ま
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

た
だ
、
体
育
館
の
暑
さ
を
考
え
る

と
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
研

修
の
内
容
が
制

約
を
受
け
る
こ

と

が

な

い

よ

う
、
実
施
時
期

に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
必
要

が
あ
る
の
か
な

と
感
じ
て
い
ま

す
。
体
育
館
に

も
エ
ア
コ
ン
が

設
置
さ
れ
る
日

が
や
っ
て
来
る

と
い
い
の
で
す

が
…
。 

 ７月第１週、「木次っ子あいさつウィーク」

として、あいさつ運動が行われました。これ

は、幼小中の教職員で構成する「木次の子ども

を育てる会」の生徒指導部会からの働きかけで

毎年行われているものです。「あいさつ日本一

のまちに！」をキャッチフレーズに、７月４日

には、木次中学校の生徒さんも昇降口に駆けつ

けてくださり、みんなで元気のよいあいさつを

交わしていました。 

 ま た、今 年 は

６ 年 生 が「あ い

さつプロジェク

ト」を 企 画 し、

毎 朝、大き な 声

であいさつをす

るよう呼びかけ

たり、手作りのポスターを幼稚園や交流セン

ターに届けるなどしてきました。 

 学校に来たときと帰るとき、職員室であいさ

つをすることは子どもたちのルーティーンとし

て定着していますが、場に応じたあいさつとい

う点では、まだまだ課題があるのかなと感じて

います。こうした活動をきっかけとし、「あい

さつ日本一」にふさわしいあいさつが広がって

いくといいなと思っているところです。 

あいさつ日本一のまちに！ 


